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I.研 究 目的  淡 水 二枚貝 の保 護活動は様 々な地域 で行 われ てい る ものの,そ の生

態 には不 明な点 も多 く,成 功 しない事例 が多 々ある。今 回,調 査対象 とした環境配

慮型水 田で はイ シガイ , トンガ リササ ノハ ガイ及 び ドブガイ の生癌、が確認 され て い

る。 しか し,本 水 田で も種 に よ り生癌、場所 が異な り,ま た ,水 管理 に よ り二枚 貝 の

種構成割合 が変化す るな ど,様 相 は複雑 で あ る。そのた め,各 種 の生息適地 を明 ら

か に し,水 管理 が二枚 貝 に及 ぼす影響 を把握 す るこ とで ,今 後造 られ る保護 地 に ど

の様 な水域 を設 け, どの様 な水管理 を行 うことで二枚貝 を保護 で きるか検討す る。

工.調 査地概 要  調 査地 は,岐 阜県揖斐郡 旧谷汲村 に位 置す る平成 13年 度 に完成

した環境配慮型 水 田で ある.水 田の周縁 は丸太 で枠組 み され ,底 部 は秒木J層 に泥炭

が堆積 してお り,一 部 を除いて植 生 はない。本水 田は排水路及 び河川 か ら 1日 8時

間 (昨年度 は約 2.5時 間),給 水 ポ ンプに よ り水 を汲み上 げて ,魚 道 に水 を流 し他 水

域 との交流 を図 つてい る。面積 は約 385m2で ,平 均水深 は 185mm,平 均滞 留時 間

は約 17時 間 ,平 均泥炭厚 は 51mmで あるが ,2ヶ 所 あ る取水 口付近 では水深 と流

速 の値 が大 き く,泥 炭厚 の値 が小 さくなって い る。水 田内にはイ シガイ と トンガ リ

ササ ノハガイ, ドブガイ及び約 15種 の魚類 が生息 してい る。

皿.調 査方法 本 年度 と昨年度 の 5・7・9月 に水 田の水 を抜 き,二 枚 貝 の採捕 ,同

定及び殻長 の計測 を行 つた 。ただ し,本 年度 は水 国内を約 170カ 所 に区分 け して調

査 を行 ってい る。

lV.結 果及 び考察  各 種 二枚 貝が好 んで生癌、してい る水城 は異 な った ,イ シガイ は

丸太 で組 まれ た水 田の周縁付近 の流速 が小 さく浅い水域 に多 く生 息 していた .そ の

た め,本 水 田の よ うに丸太 に よ り枠組 み を造 つてい る保護 地では周縁付近 が重要 だ

と考 え る。 また,丸 太 で枠組 み を造 つていない池 の様
'な

保護 地 で も,岸 付近 の浅 い

水域 に丸太 の様 な障害物 を設 けるこ とは保護 に有効 な手段 だ と考 え る。 トンガ リサ

サ ノハ ガイ は,水 温 が低 く溶存酸素量 の多い排 水路 の水 が流入す る取水 日付近 に多

く生虐、していたが ,繁 殖期 の最盛期 とな る 7月 にはそれ らの水域 を離れ ,流 速 の小

さい水城 に も広 が ってい った。そのた め,保 護 地 には水温 が低 く溶存酸素量 の多 い

水域 と流速 の小 さい水域 が必要だ と考 える。ァドブガイは ,障 害物等 の近 くの水域 に

生虐、す る とい つた報告 が あ る。しか し,本 水 田では概 ね全域 に生癌、してお り,今 後 ,

人為的 に障害物等 を設置 し,生 癌、城 が変化す るか調査 したい 。各種 の生息域 を考慮

す る と, トンガ リササ ノハ ガイでは本年 度 ,イ シガイで は昨年 度 の水管理 が適 して

い る と考 え られ る。 しか し,各 種 の成長量 を比較す る と トンガ リササ ノハ ガイ と ド

ブガイ で昨年度 の値 が大 き く,イ シガイでは本年度 の値 が大 き くな った .な ぜ この

様 な結 果 にな ったかは解 明で きなか った ものの,成 長量 だ けで保護 地 を評価 で きな

い こ とが分 か る。そのため,次 年度以 降 も,水 管理 の変化 に よる生虐、域や成 長 量 ,

繁殖率等の変化 に着 目し調査 を継続す る必要がある。
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